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幼児期より一貫して対人関係は円滑ではなく、学力的な遅れを感じることはなかったが、他人との交流は
出来ず、孤立していた。中学校に入ると仲間に入れてもらえず、いじめられていた。高校・大学では、ほ
とんど友人はできずにいたが、なんとか卒業することができた。大学卒業後、職場でのコミュニケーショ
ンがうまくいかなかったのか、次第に倦怠感や頭痛・不眠を訴え、仕事を休みがちであった。
平成28年８月20日、メンタルクリニックABCを受診、自閉スペクトラム症と診断。通院を続けるも
改善されず、会社を休職後退社。その後療養していたが、当院を受診、現在にいたる。

抑うつ状態で意欲減退や自信欠如が見られる。落ち着きがなく、情緒やや不安定。対人関係に著しい障
害がみられる。他人の発言を適切に理解できない。
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他人の感情が理解できないため、無意識に他人の感情を
概してしまう。また、他人の発言内容を適切に理解でき
ないため、適切な対応ができない。
このため、社会適応が困難となり、結果、抑うつ気分、
情緒不安定、自信欠如から閉居的な生活が目立つ。こだ
わりや思い込みが強く、周囲から指摘されても変更が困
難。
薬物療法により、抑うつ状態は改善しつつあるが、言動
は理解しにくいため、誤解されやすい。就労は適切な人
間関係が築けないため、難しい。
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WAIS-Ⅲ　FIQ: 100     VIQ:  102    PIQ:  80

日常生活は、経済的な面も含めて同居の父母の支援で成立している。一般就労には、相当の困難を伴う。
合理的な配慮のない環境で就労する場合、前回と同様慢性的な不適応が生じ、退職に至る可能性が極めて
高い。

改善の見込みは乏しい
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